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初
瀬
街
道
の
概
要

京
・
大
和
方
面
と
伊
勢
を
結
ぶ
初
瀬
街
道
の
全
長
は
約

十
四
里
十
七
町
。
現
在
の
松
阪
市
六
軒
か
ら
青
山
峠
を
越
え
、

名
張
を
経
て
初
瀬
へ
と
至
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。

現
在
の
国
道

165
号
、
あ
る
い
は
近
鉄
大
阪
線
に
近
い
ル
ー

ト
を
通
る
こ
の
道
は
、
古
く
は
「
青
山
越
」「
阿
保
越
」、
参

宮
表
街
道
、
参
宮
北
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
古
代
に
は
壬
申
の

乱
の
際
、
大
海
人
皇
子
が
名
張
に
至
っ
た
道
で
あ
り
、
ま
た

天
皇
に
代
わ
っ
て
伊
勢
神
宮
の
天
照
大
神
に
仕
え
た
斎
王
が

伊
勢
へ
と
赴
い
た
道
で
あ
る
。

飛
鳥
時
代
、
藤
原
京
時
代
に
は
、
大
和
と
伊
勢
神
宮
を
結

ぶ
伊
勢
路
の
北
路
と
な
り
、
平
城
遷
都
以
後
も
奈
良
と
伊
勢

を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。

平
安
遷
都
以
後
、
平
安
京
か
ら
鈴
鹿
越
え
で
伊
勢
に
向

か
う
官
道
が
で
き
、
ま
た
、
伊
勢
国
司
・
北
畠
氏
が
拠
点

を
置
い
た
伊
勢
本
街
道
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
初
瀬
街
道
は
一
時
は
衰
退
し
た
が
、
伊
勢
参
宮
や
伊

勢
か
ら
の
初
瀬
詣
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
険
し
い
山
道
の

多
い
伊
勢
本
街
道
よ
り
も
比
較
的
平
坦
な
初
瀬
街
道
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
が
最
も
賑

わ
っ
た
と
い
う
。

当
時
、
参
宮
客
は
初
瀬
で
一
泊
し
、
青
山
峠
の
麓
の
伊
勢

地
宿
（
伊
賀
市
）
で
さ
ら
に
一
泊
、
翌
日
は
二
本
木
（
津
市

白
山
町
）
で
昼
食
を
取
り
、
六
軒
で
三
泊
目
。
大
阪
方
面
か

ら
伊
勢
へ
は
片
道
４
〜
５
日
の
旅
で
あ
っ
た
。

初
瀬
街
道
が
伊
勢
街
道
か
ら
分
岐
す
る
六
軒
は
、
伊
勢
音

頭
の
道
中
唄
で
、「
明
日
は
お
立
ち
か
お
名
残
惜
し
や
六
軒
茶

屋
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
。
六
軒
茶
屋
の
曲
が
り
と
で
も
み
じ

の
よ
う
な
手
を
つ
い
て
…
」
と
歌
わ
れ
、
青
山
峠
の
麓
の
垣

内
宿
で
は
、「
青
山
峠
の
ふ
も
と
の
八
重
坂
ま
で
な
り
と
お
く

り
ま
し
ょ
う
。
も
み
じ
の
よ
う
な
手
を
つ
い
て
（
略
）
青
山

峠
を
越
す
と
き
に
、
三
つ
つ
ぶ
の
雨
で
も
降
っ
た
な
ら
、
私

の
涙
と
思
う
て
ん
か
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
道
中
伊
勢

音
頭
か
ら
も
多
く
の
参
宮
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
当
時
の
様

子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

初
瀬
街
道
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大海人皇子が、斎王が　　通った歴史ロマンをたどる道
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歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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約 850 ｍ

伊
勢
街
道

伊勢中原駅

六軒駅

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線

Ｊ
Ｒ
名
松
線

近鉄山田線

三渡川三渡橋巡見橋

風呂屋橋 川には3ヵ
所の渡しが

あった。

朝、夕は
交通量が多

い

踏切を
渡る

踏切を
渡る

踏切を
渡る

7 長官塚
津屋城主別府九郎左衛門武
綱の墓。近鉄伊勢中原駅東
の田んぼの中に小さな盛り
土の塚となって残る。

6 常夜燈
明 治28年 の も の。頭
部がない。

5 常夜燈

4 三渡川
別名「泪川（涙川）」と呼ばれ
た。中 世 に 渡 し 口 が3ヶ 所
あったため、三渡の名が付け
られたという。

3 道標
三渡橋のたもとに
立つ。「いがごへ追
分」「右 い せ み ち」

「やまとめぐりか
うや道」と刻まれ
た大きな道標。こ
こが初瀬街道と伊
勢 街 道 と の 分 岐
点。川に沿って上
流へ向かうのが初
瀬街道。

2 家なみ
「明日はお立ちか、お名残り
惜しゅや、六軒茶屋まで送り
ましょう。六軒茶屋の曲がり
とで…」と、道中伊勢音頭に
歌われる。

1 常夜燈
三 渡 橋 の た も
と。追 分 の 道 標
と伊勢街道を挟
んで向かい側に
ある。

11 常夜燈
安政2年（1855）のも
の。

10 中原神社
かつて龍王神社と呼ばれた
が合祀され中原神社となっ
た。旅人憩いの場所。龍灯の
森や鶴の宮とも呼ばれる。
毎年大晦日には付近の神々
が集まり、夜中に大小の火
の玉が舞うという伝説があ
る。

9 常夜燈
中原神社境内にあり、フェ
ンスに囲まれている。奉納
と刻まれている。 8 常夜燈

明治時代のもの。中
原神社の東。平成5年
に修復。

7

6
5

3

4

1

11

10

9
8

2

(1)津屋城
 （松阪市六軒町～嬉野竜王野）
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約
850 ｍ

約
1000 ｍ

近
鉄
山
田
線

権現前駅

Ｊ
Ｒ
名
松
線

伊勢中川駅

中村
川

Ｐ8

Ｐ5

5 常夜燈
昭 和6年（1931）
のもの。

2 石標
須 加 神 社 境 内。

「式 内 須 加 神 社」
「権 現 前 村」等 と
刻まれている。

1 須加神社
延喜式にも記載された由緒
ある神社。須賀の産土神。須
加権現ともいい、地名の由
来ともなっている。

10 石標
｢真盛上人御旧蹟｣と
刻まれている。常念
寺入口。

8 常夜燈
小川神社境内。年号は判読
不明だが、かなり古い。

7 小川神社
西方寺から100m北。明治41
年、村内の31社を合祀。

6 西方寺
門前に壇の浦の戦いに敗れ
た平家にまつわる伝説があ
る五六橋がかかる。

9 常念寺
このあたりでは珍しい向拝
造りの仏堂がある。

4 船の模型博物館

3 松阪市嬉野考古館

5

1

10

87

6

9

4

3

2

(2)小川
 （松阪市嬉野権現前～中川）
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約 800 ｍ

約 900 ｍ

約 700 ｍ

伊勢八太駅

近鉄大阪線

小川橋

JR 名松線

中
村
川

伊
勢
自
動
車
道

このあたり
は明治頃まで茶

の産地で、遠くは
江戸まで積み出

されていた。

以前、小川
橋はこちらに

かかって
いた。

常楽寺廃寺
応永 20 年（1413）

建立、明治 4 年に廃
寺となり現在は公会
堂。中には常楽寺の

本尊木造聖観音
立像がある。

高架を
くぐる

高架を
くぐる

5 忘れ井
現在、井戸に水はなく、横に
石碑が立つ。街道ぞいに忘
れ井への道標がある。

4 道標
「右　忘井道」と刻ま
れている。カーブミ
ラーの下。

3 道標
「斎 宮 御 遺 蹟　 忘 井
　従是　右凡二丁　
左参宮道」と刻まれ
ている。

6 宮古市彦兵衛（了珍上
人）法難の地

2 秋葉山大権現
常夜燈、石柱がある。石柱に
は 嘉 永 ４ 年 の 年 号 が 見 え
る。

1 常夜燈
昭和7年と刻まれている。

7 片野神明神社 8 大正和の家
5

4

3

6

2

1

7

8

(3)宮古
 （松阪市嬉野小川～津市一志町片野）
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約
1050 ｍ

約 550 ｍ

約 650 ｍ

JR名松線

伊勢八太駅

近鉄大阪線一志駅

八
太
橋

川合高岡駅

この
あたりには、

武蔵屋・朝日屋・
まる屋などの旅
籠があり、今も

屋号が残る。

現在田尻公
会所にある道標
が立っていた場

所。一志郵便局の
南側にあった。

川ぞいの道は波
瀬から矢頭峠を越え

て津市美杉町多気に通
じる多気往還。この道と
街道との分岐点に、現
在は井関住吉神社にあ

る常夜燈や道標が
あった。

波瀬川

　
横断でき

ない。

　
横断でき

ない。 　
街道は川

ぞいを通っ
ていた。

八太橋
菅笠日記に出て
くる橋。坂橋で
あったと記され

ている。

7 道標
「右さんぐう道」「左津
久居ミち」と刻まれて
い る。明 治27年 に 宿
場の東端に建てられ
たが、田尻公会所に移
設された。

6 古い土塀の家

5 宝善寺と斑光寺 4 波多神社

3 道標
斑光寺跡石柱の
横。頭 部 の み 残
る。

2 斑光寺跡石柱
川合小学校の南西角
そばにある。

1 八太の七曲がり
左右に曲がりくねった道幅
の狭い街道。

19 井関住吉神社

18 常夜燈
文 化3年 （1806）と 刻
まれている。

17 常夜燈
明 治 時 代。新 初
瀬 街 道 の も の

（明 治27年 以
降）。

16 万燈さん
常夜燈の傍。

15 常夜燈
明治32年のもの。

14 お宮さん

13 道標
慶応2年（1866）
と 刻 ま れ て い
る。常夜燈とと
もに、もとは津
市美杉町への分
かれ道のところ
にあった。

12 延命寺

8 日本民家の再生「備伊
巣」

11 絵画のある博物館

10 寺島香素句碑9 寺島香素句碑

7

6 5

4

32

1

1918

1716

1514

13

12

8

11

109(4)井関
 （津市一志町八太～井関）
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約 7
00 ｍ

約 1300 ｍ

雲出川

大
仰
橋

JR 名
松線

井関駅

近鉄大阪線

伊勢石橋駅

明治以前は、
現在の大仰橋から

約 200 ｍ下流に板橋
がかかっていた。増水
時には橋を引き上げ、

舟渡しに切り替え
ていたという。

　
街道は

なくなって
いる。

19 波多横山の候補地

9 大 仰 の 有
料橋

12 大井神社

13 華香寺跡（現上出公会
所）

10 成 福 寺（じ ょ う ふ く
じ）

11 真盛上人慈父母菩提
所
成福寺境内にある。

8 常夜燈
天明3年（1783）のも
の。成福寺の西にあ
り、対岸からこのあ
たりに板橋がかかっ
ていた。

7 堰跡

6 堰守神社跡

4 高岡山からの景色
頂上には藤堂藩郡奉行山中
為綱による高野井の旧跡が
あり、川の眺めが美しい。

5 唐戸石

3 根基石 2 薬師地蔵
谷戸坂の途中にある。

1 谷戸坂
付近でボタン石がでること
か ら「ボ タ ン 峠」と も 言 わ
れた。明治頃までは沢蟹焼
きの露店が並んでいたとい
う。

18 さかさ地蔵
笠着地蔵の前の川岸の巨岩
の下。安政の大地震の際、道
路脇の巨岩が二つに割れて
転げ落ち、刻まれていた地
蔵が逆さまになったのだと
いう。

17 笠着地蔵
急な崖の巨岩に刻まれた磨
崖仏。真盛上人が幼児の頃、
故あって雲出川に捨てられ
たとき、上人を乗せた笠が
流れをさかのぼり、この渕
に流れ着いたという。その
奇跡にちなんで刻まれたも
の。道中安全を祈る地蔵で、

「笠着き」または「逆着き」と
も呼ばれる。

16 雲出川の景観
街道は出水時や崖崩れで通
行不能になるときもあり、
別 道 と 呼 ば れ る 迂 回 路 が
あったが、今ではほぼ消滅
している。

15 真盛上人産湯井戸館
誕生寺の前。

14 誕生寺
天台真盛宗の開祖・真盛上
人の生誕場所。県指定史跡。

9

19

12

13

10 11

8

6

4

7

5
3

2
1

18

17

16

1514

(5)大仰
 （津市一志町井関～大仰）
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約 950 ｍ

雲出
川

近鉄大阪線

大三駅

小
川
橋

楠
木
橋

角屋（上角
屋）、徳田屋、
増田屋、桝屋
など旅籠が

あった。

末広屋・紅
葉屋という二

軒の旅籠が
あった。

旧街道は
草むらにおお
われ、道筋は
わからない。

JR 名松線

大村川

2 竹藪の中の道
街道は、一部線路の向こう
側を通っていた。今でも線
路手前まで街道が残ってい
る。

1 桜の堤
街道の両側に桜の木が立ち
並ぶ。亀ヶ広と呼ばれる桜
の名所。

11 地蔵
大 三 教 会 わ き
か ら 川 沿 い に
移された。お参
り す る と 首 か
ら 上 の 病 気 が
治 る と 言 わ れ
る。

10 山の神
大三教会入口西。

9 地蔵堂
憩 い の 空 間 と も な っ て い
る。

8 東明寺
閑城の入口。現在は廃寺。天
台真盛宗。 7 常夜燈

天保4年（1833）のもの。「太
一」と刻まれている。

6 二本木宿

5 丁子屋
角 屋 の 向 か い 側。安 政4年

（1857）まで旅籠屋。それ以
後は醤油屋。

4 旅籠｢角屋（下角屋）」
犬やらいなど昔のたたずま
いを残す。

3 夢グラス白山

2

1

11

10 9

8 7 6
5

4

3

(6)二本木
 （津市白山町亀ヶ広～閑城）
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約 900 ｍ

約 1050 ｍ

近鉄大阪線

田んぼのあ
ぜ道のような

細い道。

旧街道は
への字に折れ
て民家の庭先

を通って
いた。

大村川

　
街道は

なくなって
いる。

　
街道は

なくなって
いる。

6 石柱
昭和12年。丁字
路 に 立 っ て い
る。白山神社の
一 の 鳥 居 が こ
こにあった。

5 南出白山比咩神社
本殿は県指定文化財。

4 山の神6基
もとは八重坂（22ページ）に
祀ってあったが、南出白山
神社に移設。

3 常夜燈
慶応3年（1867）。称名
寺の西。

2 地蔵堂
称名寺入口のところ。

1 智光院称名寺
天台真盛宗。

12 紀貫之墓 11 常夜燈
慶応4年 （1868） の
もので、国道に出た
所にある。「両宮」と
刻まれている。

8 山の神

10 講札
旅籠「村田屋」のもの。現在
は白山町郷土資料館に展示
されている。

7 街道の残骸
細い街道が残っている。

9 津市白山郷土資料館

6

54

3

21

12

11

10

8

7

9

(7)中ノ村
 （津市白山町岡～上ノ村）
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この部分は
21ページを
ご覧ください

約 1000 ｍ 約 600 ｍ

約 950 ｍ

近鉄大阪線

東青山駅

「油屋」「鉄
砲屋」「加賀屋」
などの屋号が

残る家が
多い。

大村川

垣内
川

5 虫歯地蔵さん
カーショップ向かいのコン
ク リ ー ト の 崖 の 横 の 中 腹
あ た り。文 化6年（1809）と
刻まれ、行き倒れになった
四国の尼僧の墓ともいう石
碑。地元では、歯痛に効くと
言われ、「虫歯地蔵さん」と
して今でも信仰を集める。
再三移転。

4 慈眼寺
成願寺の末寺。新しく僧侶
になる人の修行寺であった
という。境内には山の神な
どがたくさんある。

3 木造薬師如来立像
東明寺本尊。現在上ノ村成
願寺に保管。県指定文化財。

2 成願寺
国指定重要文化財の絹本着
色仏涅槃図や木造阿弥陀如
来倚像がある。 1 常夜燈

天保15年（1844）のも
の。裏手には愛宕常夜
燈の残骸が残る。

8 家なみ 7 山の神
公民館を過ぎた古い大木の
下に三体ある。 6 常夜燈

5

4

32

1

8
7
6

(8)垣内宿・A
 （津市白山町上ノ村～垣内）
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この部分は
18～19ページを
ご覧ください

約 1000 ｍ 約 600 ｍ

約 950 ｍ

江戸時代に
は、花山橋よ
り 10 ｍほど
下流で川を

渡った。

近鉄大阪線

東青山駅

大村川

垣内
川

　
街道は林道

のように曲が
らず直進する。
街道は残って

いない。

6 常福寺
成願寺末寺。別所の観音さ
んと親しまれる。国指定重
要文化財の木造千手観世音
菩薩立像がある。10世紀後
半の作で秘仏。毎年8月9日
開帳。

5 石仏
安永4年（１775）のも
の。「西 国 供 養 塔」な
どと刻まれている。

4 長橋屋上の道
旧街道の残骸。街道は現在
の道より少し上を通ってい
た。 3 元標

大 正3年 の も の。乗
渓寺の参道入口。「津
市元標へ六里七町九
間」とある。

2 乗渓寺
街道右手の小高いところ。
宿場内で行き倒れる旅人も
多かったのか、無縁仏が多
い。天台真盛宗。

1 垣内の集落
垣内宿は、かつては要衝の
地として参宮の旅人でにぎ
わった。

6

5

4

3

2
1

(8)垣内宿・B
 （津市白山町上ノ村～垣内）
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約 600 ｍ

このあたりの
旧街道はおそらく
曲がりくねってい

たが、「ふるさとの
丘」造成等のため、

全く残って
いない。

このあたり
に伊勢茶屋が

あった。

トンネルの上
を街道が通る。切

り通し風の道で、道
路脇に石垣が残って
いる。トンネル西
側からはわかり

にくい。

所々くずれた
り、木が倒れたりし

ているので注意。車で
の通行はできない。途中
に山の神が祀られていた
が、現在は南出白山神

社（16 ページ）に
移設されて

いる。

垣内
川

　
街道は

なくなって
いる。

2 街道の様子
空き地のふちをぐるっとま
わるように道がある。

1 八重坂
垣内から国道165号の白山
トンネル前まで続く。

3 役行者碑と石柱
宝暦4年（1754）のもの。「太
神宮　役行者」と刻まれて
いる。白山トンネル東入口
の上あたり。

2

1

3

(9)小峠
 （津市白山町垣内）
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約 60
0 ｍ

約 60
0 ｍ

約 1050 ｍ

乗馬クラブ
の向かい側あ
たりに伊賀茶
屋があった。

青山地蔵
の向かい側に

伊賀茶屋が
あった。

青山トンネ
ルの手前、右側
から街道に入る。
青山高原に向か

う道に出る。

垣内川

青山川

1 地蔵道標
津、伊賀両市の境界付近か
ら津市側へ移設。「みや川迄
十二り半□はせ迄十一り半
津岡長次郎」と刻まれてい
る。

3 青山地蔵
岸壁に彫られた磨崖仏。境
内には樹齢数百年の杉や宝
篋印塔がある。弘法大師一
夜の作という伝説があり。
青山大師とも呼ばれる。国
道から一段低いところにあ
るのでわかりにくい。

2 滑石林道
津 市 白 山 町 大 広 に 達 す る
道。青山峠は平安時代以後
に開かれたといわれ、それ
以前はこの道が伊勢への主
要道だったと考えられる。
斎王が都へ退下する時の 道
である可能性も高い。青山
高原ハイキングコースの看
板が立つ。

1
3

2

(10)青山峠
 （津市白山町垣内～伊賀市奥鹿野）
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約 1200 ｍ

約 500 ｍ

約 600 ｍ

近鉄大阪線

西青山駅

旧道は、
草におおわれ
ていて消えか

けている。

青山川

2 街道の様子
国道ぞいに旧道がとぎれと
ぎれに残る。

1 石仏群
明治32年に地元の太
師講が設置した四国
八十八ケ所霊場のミ
ニチュア。木立の中
に二体ずつ組み合わ
された石仏がたくさ
ん並んでいる。

2

1

(11)西青山
 （伊賀市奥鹿野～伊勢路）
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この部分は
31ページを
ご覧ください

約 650 ｍ

約 750 ｍ

約 6
00 ｍ

約 3
50 ｍ

約
40
0 ｍ

近鉄
大阪
線

伊賀上津駅

木
津
川

薬師堂が
ある。

青山川

11 常夜燈
明治28年のもの。善福寺の
前にある。

10 善福寺
真言宗豊山派。境内には山
のようになった墓石群があ
る。

9 庚申塔
記念碑の隣。

8 記念碑
『菅 笠 日 記』の
一 節 が 刻 ま れ
ている。

7 家なみ
現在も数軒、明治末期の旅
籠の建物が残る。宿の看板
や講看板を残しているとこ
ろもある。伊勢路の宿の特
徴は入り口の梁が高いこと
で、これは馬に乗ったまま
家の中へ入れるようにとの
配慮だったという。

6 講札
大和屋所蔵。玄関に掛けら
れている。

5 常夜燈
文政11年（1828）のも
の。北山から大山田方
面へ通じる道の分岐
点に立つ。

4 家なみ
伊勢路は昭和30年以前は伊
勢地と書かれた。伊勢地宿
は全盛期には20軒あまりの
旅龍が軒を連ね、初瀬街道
中最も賑わった宿場といわ
れる。もとは茅葺き屋根や
大旅籠が残り、江戸時代の
風情を保っていたが、現在
は入母屋づくりの豪快な家
並みが続く。

3 「徳田屋」の看板
現 在 も 玄 関 先 に か
かっている。

2 旅籠屋「徳田屋」
明 治 末 期 ま で 旅 龍 を 営 む
が、現在は廃業。

1 妙見大菩薩
伊勢路の集落入口にある。

「妙見大菩薩」と刻まれた石
碑。

11
10

9
8

7

4 32

1

6
5

(12)伊勢地宿・A
 （伊賀市伊勢路～寺脇）
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この部分は
28ページを
ご覧ください

約 650 ｍ

約 750 ｍ

約 6
00 ｍ

約 3
50 ｍ

約
40
0 ｍ

トンネルを迂
回するように古

い道が通っている。
このあたりは伊賀
の中山、あるいは

天狗岩と呼ば
れた。

近鉄
大阪
線

伊賀上津駅

木
津
川

青山川

2 勧進橋仮設記念
碑
伊賀市指定文化財

1 道標
文政9年（1826）建立。「宮川
迄十四里　右いせ道」と刻
まれている。

5 宝巌寺
木造十一面観音立像は国指
定重要文化財。石仏群等は
伊賀市指定文化財。

4 明神さん

3 歌碑
本居宣長が「菅笠日記」の中
に 記 し た 伊 賀 の 中 山 の 風
景、「河づらの伊賀の中山な
かへに見れば過うき岸のい
はむら」の歌が刻まれてい
る。

2

1

5

4

3

(12)伊勢地宿・B
 （伊賀市伊勢路～寺脇）
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この部分は
35ページを
ご覧ください

約 25
0 ｍ

約 65
0 ｍ

約 4
00
ｍ

約 6
00
ｍ

約 8
50 ｍ

青山町駅

近鉄大阪線

木
津
川

木津川

前深瀬
川

阿保宿
上野街道と八知街

道が分岐する交通の要
衝。上野・名張ととも
に藤堂藩から伊賀の地
で３ヵ所だけ許された

商業の町として栄
えたという。

20 息速別命の墓 19 阿保頓宮跡

18 延命地蔵尊
常夜燈の横。

17 常夜燈　
安 政7年（1860）の も の。西
町はずれの八知街道が分岐
するところにある、街道随
一の常夜燈。

16 石碑
延命地蔵の隣。

14 安養寺
浄土宗。伊賀市役所青山支
所前。

13 旅館たわらや清右衛
門
参宮講看板200枚あまりを
保存。290年前から創業して
いる。

11 大村神社への参道
社標が立っている。

10 菅笠日記抄の碑
昭和31年建立。阿保橋
を渡った左橋詰め。「本
居大人菅笠日記抄」と刻
まれている。本居宣長が
ここを通った記念の碑。

9 水神碑
8 常夜燈　

「太神官」と刻ま
れ て い る。阿 保
橋 を 渡 っ た 左
側。

7 祠
道標のそば。常夜燈もある。

6 道標
阿 保 橋 手 前。「左 う ゑ の」

「右いせ道」と刻まれてい
る。

3 大村神社宝殿
国指定重要文化財

2 大村神社
入母屋づくり、檜皮葺きの
宝殿は国指定重要文化財。
境内には日本三大奇鐘のひ
とつ「虫くい鐘」や、地震よ
けの守り神といわれる「要
石」がある。

1 水神
天 保6年（1835）年 建 立。柏
尾川のほとりにある。

15 蝶の博物館 いけだ
12 青山地酒博物館 若ゑ
びす吟醸館

4 大きな森の博物館「大
村神社」

5 伊藤柏翠句碑

19

20

181716
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13 11

10
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7
6
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(13)阿保宿・A
 （伊賀市別府～青山羽根）
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この部分は
32ページを
ご覧ください

約 25
0 ｍ

約 65
0 ｍ

約 4
00
ｍ

約 6
00
ｍ

約 8
50 ｍ

国道へは
まっすぐの
ぼれない。

青山町駅

近鉄大阪線

木
津
川

木津川

前深瀬
川

　
街道は

なくなって
いる。

11 奥の院「不動尊」
石造五輪塔（不動院）は、伊
賀市指定文化財。 10 常 夜 燈 と 水 神

碑
国道165号を横断す
る手前にある。

9 常夜燈
自然石。「照皇宮」と刻まれ
ている。

8 常夜燈

6 安楽寺
境内には旧青山町内最古の
石 造 仏 と 十 三 重 の 塔 が あ
る。

5 常夜燈と地蔵群
常 夜 燈 の 根 本 に 地 蔵 が 並
ぶ。

4 常夜燈
自然石で造られてい
る。

3 街道からの眺め
美しい川の流れ

2 庚申碑
羽根の入口にある。青面金
剛の像が刻まれている。

1 石碑
道路脇にある。

7 松野木材 夢あ・ん

11

10
9

8

6 5 4

3 2

1

7

(13)阿保宿・B
 （伊賀市別府～青山羽根）
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伊賀鉄道
の線路跡。

ゴルフ場
のそばを

通る。
池のそば
を通る。

小
波
田
川

三
谷
川

Ｐ38

Ｐ40

　
街道は

なくなって
いる。

17 福田神社跡
国道南。ふるさと公園になっ
ており、「観阿弥創座之地」記
念碑や、能舞台がある。

16 観阿弥創座之地記念
碑

14 桜町中将城
滝川氏城東隣の山。天正伊
賀の乱の時、滝川氏が築城。

13 滝川氏城跡
単郭式では県内最大。

12 常夜燈
慶 応2年（1866）年 に 建 立。
地震で2度崩壊したものを
再建。

11 道標
天保3年（1832）のもの。
堤上の道路にあり、「ひ
だりいせ道」と刻まれて
いる。

10 街道名残の杉
愛宕神社のそば。

8 地蔵
愛宕神社のそば。

7 愛宕神社
数本の松や杉が生える。

6 道標
堤を下った右脇。

「左いせ道」と刻
まれている。石垣
の一部のように
も見える。愛宕神
社のそばにある。

5 石地蔵
坂道の途中。首がとれて
いる。

4 常夜燈
天 保3年（1832）年
のもの。谷川を渡っ
た三叉路にある、名
張市で最大の常夜
燈。「太神宮」と刻ま
れている。

3 手作り木工房 アトリエ
ちいく

2 手造り工房トマト 木の
博物館

9 中内組紐工房 堤側庵
ギャラリー

15 阿波野青畝句碑

1 七見峠
急な坂道が続き、十七曲と
いう異名を持っていた。現
在 は ゴ ル フ 場 の 敷 地 と な
り、街道は残っていない。

1716
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11
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5

4
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(14)七見峠
 （伊賀市比土～名張市下小波田）
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約
75
0 ｍ

約
75
0 ｍ

約 500 ｍ

約 850 ｍ

小波田川

美旗駅

近
鉄
大
阪
線

さいごろの
坂。別名きつね坂

ともいわれた。当時
は木々が茂り、昼な
お暗く、夜間に通る
人々が気味悪がっ

たという。

幕末から明治に
かけては宿屋・商家

が軒を並べていた。高
台にあり、風当たりが強
いため、町並みは火事の
被害を最小限に押さえ
られるよう、計画的

に形成された。

Ｐ41

Ｐ37

このあた
り、道が

狭い。

8 美波多神社
神社の前を新田用水が通っ
ている。

6 美旗古墳群
小波田川右岸の台地上に点
在する、伊賀地方最大規模
の古墳群。

5 馬塚
美旗古墳群の中で最
も大きな前方後円墳
で、全 長 約 １42ｍ。
周囲には周壕跡が残
り、古墳の全面は葺
石で覆われていた。

4 長屋門のある家
郵便局の西隣。長屋門が残
る。も と は 旅 籠 屋 井 筒 屋
だったという。隣の郵便局
は、もとは枡屋という旅籠
だった。

3 家なみ
連子格子の家が残る。

2 真性寺
本尊は馬頭観音。開発され
た新田の祈願所として承応
年間（1652～1655）に創建。
境内には墓石群がある。

1 新田用水

13 愛宕神社
愛宕神社を祀ってある。公
民館の前。

11 新田用水日時計
石

10 防風薮
家々の裏手にあっ
た。

7 常夜燈
嘉 永 元 年（1848）の
もの。美波多神社の
常夜燈。

12 美旗市民センター歴
史資料館

9 世界のかえる博物館

8

65

4

3

2 1

11

10
7
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(15)新田
 （名張市新田～西原町）
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約 550 ｍ

桔梗が丘駅

近鉄
大阪
線

Ｐ37

Ｐ39

　
街道は

なくなって
いる。

　
街道は

なくなって
いる。

　
街道は

なくなって
いる。

3 道標
「右なばりはせ道　南無
阿弥陀仏　左下ひなち
道」と刻まれている。

2 岩ごさん
岩 ば か り の 山。石 を 持 ち
帰ったところ家人が病気に
なったという言い伝えがあ
る。

1 地蔵
三軒家への道の途中。

6 開立坂
天 保4年（1843）の 道
中安全碑が立つ。この
あたりは難所であっ
たという。

5 供養碑
安永2年（1773）のも
の。延命地蔵の隣。祠
の中にある。

4 延命地蔵
県道を横切った所。
台座の部分に四国遍
路の供養碑が埋め込
まれている。

3

2

1

6

54

(16)西原・三軒家
 （名張市下小波田～蔵持町里・蔵持町原出）
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この部分は
44・45ページを
ご覧ください
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桔梗が丘駅

名
張
川

近
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大
阪
線

シャックリ川

名張駅

6 石造十三重塔
総高2.8m、室町時代の
作で、寛正４年（1463）
の銘がある。名張市指
定文化財。春日神社境
内。

5 常夜燈
明治29年の自然石
の常夜燈。

4 延命地蔵
川北橋から300m。生垣に囲
まれた祠の中に安置されて
いる。

3 山の神
延命地蔵を登ったところ。

2 延命地蔵
安 政5年（1858）の も の。原
出集落から250m。右手の台
地にある。

10 両宮八幡宮

9 南無妙法蓮華経
の碑
大正6年建立。

7 常夜燈
明 治8年 建 立。「太神
宮」「常夜燈」などと刻
まれている。芝出集落
の中頃のＹ字路。

1 フォトミュージアム 写
真の川地

8 ジャズのレコード博物
館
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(17)蔵持・A
 （名張市蔵持町里・蔵持町原出～東町）
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この部分は
42・43ページを
ご覧ください
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桔梗が丘駅

名
張
川
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大
阪
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シャックリ川

名張駅

9 春日神社の祠
街道左脇の小丘。斜面にた
くさんの地蔵や庚申塔が並
んでいる。 8 湯舟谷開路

碑
明治17年建立。
も と は 開 立 坂
の登り口にあっ
た。常 夜 燈 に
そっくりの形を
している。

7 二月堂はん
明治24年建立。開路
碑の右隣。二月堂の
東香水講の記念碑。

1 家なみ
開立坂を下りた所。街道の
雰囲気が残る。

10 宇丹が丘こがね地蔵
尊
地蔵の姿がやかた型。商売
に御利益があるという。緑
が丘団地のはずれ。

6 西光寺
浄士真宗本願寺派。応仁2年

（1468）に蓮如上人が初瀬街
道を巡錫して立ち寄ったと
伝わる寺。上人真筆の六字
名号やゆかりの梅や石が残
されている。

5 いぼとり地蔵
長慶寺境内。

3 長慶寺
古くから「いぼとり地蔵」で
有名。真言宗高野山派。

2 東海松地酒博物館

4 松尾芭蕉句碑

9
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1
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6
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(17)蔵持・B

 （名張市蔵持町里・蔵持町原出～東町）
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この部分は
48~51ページを
ご覧ください
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名張駅

名
張
川

近鉄大阪線

このあた
りに脇本陣

小竹屋が
あった。

宇
陀
川

17 妙典寺
日蓮宗。

16 酒屋「木屋正」
玄関に杉玉がかかる。

13 專稱寺
真宗大谷派｡寛永2年（1749）
の梵鐘は名張市指定文化財。

11 辻の丁子屋
呉服屋。このあたりには昔
からの老舗が残る。かつて
はこの辻に道標があった。

10 道標
文政10年（1827）
のもの。福祉セン
ター前に移設さ
れ、「ひ だ り い せ
ミち」等と刻まれ
ている。

8 街道名残の一本
松
鳥居のそば。しめ縄
がかけてある。

7 梁瀬水路（やなせすい
ろ）

6 一の鳥居
安永7年（1778）に寄進され
た。宇流冨志禰神社一の鳥
居。名張市指定文化財。おか
げ参りの盛んな頃、鳥居の
下で名物の焼き餅やお茶な
どを出してもてなしたとい
う。

3 愛宕神社
松崎町に入ってすぐ右の建
物の一角。

2 家なみ

15 栗羊かん博物館 大和
屋

14 歌人・稲森宗太郎博物
館

12 宇流冨志禰神社・能狂
言面コレクション

9 はなびし庵

5 名張藤堂家邸

4 漢方の館 田中余以徳斉
薬局

1 名張郷土玩具館
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(18)名張・A
 （名張市東町～結馬・赤目町相楽）
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名張駅
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川

近鉄大阪線
宇
陀
川

7 蛭子神社
名張鍛冶町筋にある。倭姫
命が天照大神を奉じて伊勢
へと向かう途中で、大神を
祀った市守宮であるといわ
れる。

15 愛宕神社
旧 新 町 橋 た も と 北 か ら 移
設。

14 常夜燈
文化2年（1805）のも
の。旧新町橋たもと
北から愛宕神社へ移
設。

13 水神碑
黒田橋詰めから愛宕神社境
内に移された。

12 町なみ
新町橋・黒田橋から見える
川べりの家並み・石垣・土塀
が残る。

11 川地写真館
国指定登録有形文化
財(建造物)

10 家なみ

8 江戸川乱歩生誕の碑

5 道標
「東 海 道　 槌 屋 清 兵
衛」と刻まれている。
薬師堂立て替えの際
に発掘された。

4 江戸川乱歩生誕
の地の石標
道を右へ曲がった病
院前にもある。

2 道標
文化元年（1804）
の も の。辻 の 丁
屋の近くにあっ
た。「右 は せ み
ち」と 刻 ま れ て
いる。

1 栄林寺
境内に道標の他、薬師堂や
観音堂がある。

6 文人ゆかりの館 清風亭

9 名張市旧細川邸・やな
せ宿

3 松尾芭蕉句碑

7
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(18)名張・B
 （名張市東町～結馬・赤目町相楽）
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この部分は
46・49ページを
ご覧ください
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名張駅

名
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川

近鉄大阪線
宇
陀
川

2 狭い道に続く家なみ

1 稲荷神社
境 内 に は 庚 申 塔 な ど が あ
る。

10 供養碑
宝暦5年 （1755）建
立。｢観世音菩薩｣と
刻まれている。

9 町石
街 道 右 脇 に あ り「第
五十三番黒田村弘法
大師‥」と刻まれて
いる。

8 法然寺跡
お 堂 の 中 に 供 養 碑 塔 が 立
つ。供 養 塔 は、至 徳 元 年

（1384）のもので、六面石幢
に相輪が載る特異な形式。
浄土宗の開祖源空（法然）以
下6代にわたる先師を供養
するために6代玄心の弟子
智玄が至徳元年（1384）に建
立したもの。名張市指定文
化財。

7 伊賀焼窯元龍芳窯

6 藤光大神社
宇陀川べりの道との分岐点
にある。

5 水神碑
明治11年建立。桜
並 木 の 入 口 に あ
る。

4 川原石の道標
黒田橋北詰め。「黒谷法然上
人石碑・・・」と刻まれた法然
寺への道標。隣に地蔵を2体
祀った祠がある。

3 道標
天保15年（1844）のもの。黒
田橋南詰めから東詰めに移
設。「右はせならみち左あめ
がたき」と刻まれている。隣
に天保3年（1832）の川原石
の道標、供養碑がある。
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(18)名張・C
 （名張市東町～結馬・赤目町相楽）
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この部分は
55・57ページを
ご覧ください
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近鉄大阪線

宇陀
川

滝
川

赤目口駅
7 道標
天保14年（1843）
阿弥陀寺西の街
道 脇。旧 赤 目 滝
道との三叉路に
あ っ た。「右 は せ
むろう道左あめ
可(か)堂(た)き」
と刻まれている。

6 やくよけ阿弥陀如来
阿弥陀寺（現在は廃寺）の入
口。

5 長屋集落
和紙作りが大正頃まで盛ん
に行われた。

4 相楽神社
大日堂の隣。

2 大日堂
街道左手の田畑の中。大日
如来を本尊とする。牛の病
気、悪疫、はやり病の病除け
として信仰された。

1 光明寺
新川橋を渡った右手。浄土
真宗本願寺派。蓮如上人が
三日間滞在したとする言い
伝えあり。

15 丈六橋からの山の景
色

14 川原石の道標
丈六橋西詰めから北
詰めに移設。「右はせ
ミち是より五里、南
無阿弥陀仏　左りゅ
うぐうミち」と明和
6年（1769）の日付が
刻まれている。

13 水神碑
丈 六 橋 東 詰 め。安 政6年

（1859）年に川が決壊し、村
が 大 被 害 を こ う む っ た た
め、建立された。裏面に「滝
水のいくたび岸を洗うとも
壊しとせじな水神の神」と
刻まれている。前には萬延
元年（1860）の日付が刻まれ
た自然石の手水鉢がある。

12 八幡神社
観応元年（1350）に石清水八
幡宮を勧請したことに始ま
るという。

11 常夜燈二基
八幡神社へ続く参道入り口
の両端。

10 福寿延命縁結地蔵
丈六寺の境内。

9 道標
丈六寺の入口近く。

「左 一 ノ 井 大 師 道
十三丁」と刻まれて
いる。

8 丈六寺
室生寺四門のーつである北
門の霊地と伝えられる。真
言宗東寺派。鎌倉時代から
室町時代にかけては寺域も
広かったが、天正の乱で全
焼したという。現在の本堂
は、寛政4年（1792）の造工。
境内には、鎌倉時代後期の
作で、名張市指定文化財の
石造五輪塔がある。

3 方 隆 窯・志 乃 ギ ャ ラ
リー
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(19)丈六・A
 （名張市結馬・赤目町相楽～阿部田）
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この部分は
52・57ページを
ご覧ください
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近鉄大阪線

宇陀
川

滝
川

赤目口駅

10 宇陀川のそばを通る
街道

9 水神碑
享保2年（1802）建立。
猪尻橋北詰め。

8 沈橋
宇陀川にかかる猪尻橋。

7 卵型の道標
文久2年（1862）地蔵
道標に並んで新堂寺

（明治初年に廃寺）へ
の道標が立つ。「やく
し道　是より二丁」
と刻まれている。

6 水神碑
文化元年（1804）建立。宇陀
川のほとり。

5 五輪塔

3 地蔵道標
初瀬街道に面する奈
良 街 道 の 登 り 口 に
立 ち、「右 な ら み ち」
と刻まれている。笠
間峠を越えるこの道
は、奈良時代には名
張から奈良へ向かう
重要な道であった。

2 勝運生地蔵
丈六橋から矢川方面への途
中。わらじを供えると足痛
が治ると言われ、わらじが
吊られている。

1 南無阿弥陀仏碑
用水路堤に移設。

4 天下錦地酒博物館10

9 8
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(19)丈六・B
 （名張市結馬・赤目町相楽～阿部田）
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近鉄大阪線

宇陀
川

滝
川

赤目口駅

鹿高神社参道
両側に燈籠の

並ぶ参道がまっ
すぐのびて

いる。

7 宇陀川の景観
かつて、黒田荘の時代には
この付近で東大寺の用材が
切り出され、筏に組まれて
宇田川から名張川を下り、
木 津 川 ま で 流 さ れ た と い
う。

6 鹿高神社
壬申の乱の際、このあたり
を通りかかった大海人皇子
が、折からの大水で宇陀川
を渡れず困っていると、ど
こ か ら と も な く 白 鹿 が 現
れ、皇子を乗せて川を渡っ
たという。皇子は乱ののち、
勅使をもって白鹿を祀る神
社を建てた。それが鹿高神
社であり、鹿高の地名はこ
のことにちなむという。鹿
高神社境内は古墳群で名張
市指定史跡。

5 菅笠日記の碑

4 鳥居
街道右手。鹿高神社の石の
鳥居。このあたりは古くか
ら「大殿」と言われている。

3 道標
高橋の手前の三叉
路。「左赤目滝」と刻
まれている。

2 水神碑
慶 応3年（1867）高 橋 東 詰
め。

1 石柱道標
嘉 永5年（1852）、村 人 に よ
り建立。錦生公民館そばの
国 道165号 交 差 点 へ 移 設。

「はせ」「いせ」「不動道」と刻
まれている。
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(19)丈六・C
 （名張市結馬・赤目町相楽～阿部田）
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この部分は
61ページを
ご覧ください
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川

近鉄
大阪
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11 秋葉大神
民 家 の 庭 先 の よ う な と こ
ろ。

10 権現坂

9 地蔵
権現坂の登り口にある。

8 鹿高智護神社跡
思兼神を祀っていた。「鹿高
智護大神」の碑が立ってい
る。鹿高小場の産土神で、鹿
高権現とも呼ばれた。かつ
て、初瀬街道を通る人は、た
とえ高貴な身分であっても
乗り物から降りて一礼した
という。

3 兵頭瀬（ひよどせ）

7 庚申堂
元 禄2年（1689）建 立。国 道
を横断する手前。

6 春日燈籠
正 平8年（1353）の も の。春
日神社境内。県指定史跡。

5 春日神社
谷 川 を 渡 っ た と こ ろ に あ
り、境内にはたくさんの燈
籠がある。

4 連子格子の家
こ の あ た り に「あ ぶ ら 屋」

「はな屋」という旅籠があっ
た。

2 宇陀川の景観
川底が巨大な岩盤になって
おり、「兵頭瀬」と呼ばれて
いる。

1 石碑
街 道 右 の 崖 下 の 岩 窟 状 に
なったところに、記念碑、大
峯山参拝記念碑、地蔵、供養
碑、阿部田村義民碑が並ぶ。
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(20)鹿高・A
 （名張市阿部田～県境）
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この部分は
58ページを
ご覧ください
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道ぞいに
六地蔵が

ある。

このあたり
には、川口屋
という旅籠が

あった。

宇
陀
川

近鉄
大阪
線

3 阿清水橋
橋を渡ると、伊賀忍者・百地
三太夫の屋敷があったとい
う滝口への道。

2 石碑
右側から慶応3年（1867）建
立 の 水 神 碑、慶 応3年 建 立
の鹿高渠水碑。権現坂から
移設された孝女碑が並んで
建っている。

1 番取山越の道
江戸末期頃の街道は、こち
らが本道であったという。

6 牛飼地蔵
元 文5年（1740）の
日付が刻まれてい
る。国道から右斜め
に上がる小道にあ
る。地元の人はムカ
イ地蔵と呼ぶ。

5 唐崖修路碑
明 治14年 建 立。現
在コンクリートで
固められているこ
の崖は唐崖と呼ば
れ、番取山から宇陀
川へ大きな岩が張
り出し、明治時代に
なっても大変危険
な場所であった。

4 延命地蔵
唐崖の切り崩した窪地に祀
られている薬師さん。
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(20)鹿高・B
 （名張市阿部田～県境）
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掲載されている文化資産やまちかど博物館等の情報は平成24年2月時点のものです。
この地図は三重県自治会館組合管理者の承認を得て、同組合所管の「2006三重県共有デジタル地図 （数値地形図縮図
10,000）」を使用し、調整したものです。（承認番号：三自治地第195号）本成果を複製あるいは使用して地図を調整する
場合は、同組合の承認を必要とします。
バス停・トイレの情報は「平成22 年度生活密着型地理空間情報整備緊急雇用創出事業」で、平成22年10月から23年1月
にかけて調査したものです。

●
●

●

　このウォーキングマップは、三重県の街道を訪れる人や、地域に暮らす人誰もが
街道や周辺の文化資産等に興味を持ち、触れることができるように作成しました。
　場所によっては旧街道のルート自体が道で無くなっていたり、現在は通行できな
い箇所もあります。
　その場合は迂回路等をご案内しており、史実に沿わない部分もありますが、あく
まで旧街道を基本に周辺に残る文化や、新しく発展した文化などをご紹介し、散策
を目的にご利用いただくものとご理解ください。
　地図上のマークの位置は目安で、実際の位置と若干異なる場合があり、隣接する
資産等はを並べて表示している場合がありますので、ご留意ください。
　また、マップに掲載されている「まちかど博物館」や「博物館・資料館等」につきま
しては、開館日や開館時間等が決められており、予約が必要な場合もありますので、
事前にご確認・ご連絡の上、訪問していただきますようお願いいたします。
　なお、お気づきの点等がありましたら、ご指摘等いただければ幸いです。

「三重の文化」ホームページ
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/

　みえの歴史街道の詳細情報やまちかど博物館、博物館・資料館の連絡先や概要、
句碑の詳細情報などは下記ホームページからご覧いただけます。




